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本日の会見内容

１．食健康科学研究科（修士課程）の設置について

２．数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム
認定制度 応用基礎レベル＋ の選定について
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第３期 中期目標・中計画期間 第４期 第５期
2016
(H28)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(H31)

2020
(R2)

2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

次世代モビリティ社会実装研究センター 設置

数理データ科学教育研究センター 設置

食健康科学教育研究センター 設置

共同教育学部 設置 (宇都宮大学と共同)

情報学部 設置

理工学部の改組・機能強化

医療安全講座の設置

教職大学院改組・
拡充

情報学研究科(修士)

パブリックヘルス
学環(修士)

医理工レギュラトリー
サイエンス学環(修士)

情報学研究科(博士)

パブリックヘルス学環(博士)

医理工レギュラトリーサイエンス
学環(博士)

食健康科学研究科
(修士) 食健康科学研究科(博士)

教育学部

情報学部

医学部

理工学部

教育学研究科

情報学研究科

保健学研究科

医学系研究科

理工学府

食健康科学研究科

設置が決定した組織

設置構想中の組織

群馬大学教育研究組織改革年表
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 社会の変化及び科学の進歩が著しい現在において、学問分野間の柔軟な連携に基づく発想力・俯瞰力が求められていることか
ら、従来の学問分野の枠を越えた新しいサイエンスに資する人材を育成することで予測不能な社会を牽引していくことが求め
られている。

 平均寿命が延びる中、健康寿命の延長を実現させる上で、食から健康を捉えることが重要であり、政府の「健康・医療戦略」
において「健康に良い食」を科学的に解明しヘルスケアサービスに連結したビッグデータを整備するとともに、高度な生産流
通システムの実現が求められている。

 国際社会が一丸となって取り組んでいるSDGs（持続可能な開発目標）に「飢餓をゼロに」「すべての人に健康と福祉を」が
目標として設定されている。また、政府の「グローバルヘル ス戦略」において、人の健康、動物の健康、地球環境の健康を
一体化して考えることが必要であると提唱されている。食は人に健康をもたらすものであるだけでなく、地球規模の環境負荷
及びエネルギー等の課題に関係している。

 地域では健康面及び生産・流通過程の環境負荷において高付加価値の食品開発による食品産業の振興が求められている。

＜食健康科学研究科の特色＞
 食と健康の関係性を科学的に解明することが可能となる。
 医科学、保健学、食品工学、食品生産工学、環境科学を

基盤として、食健康に関する高度な専門的科学リテラ
シーを持つ人材を育成する。

 地域食品産業の課題解決と持続可能な食による地域活性
化と未来社会創造に貢献する専門家を育成する。

 内分泌代謝学に関する国内唯一の生体調節研究所及び生
活習慣病解析センターとの連携により、生活習慣病に関
する基礎医学研究を進めることができる。

食健康科学研究科の概要



●入学試験概要
募集人員： 40名
出願期間： 11/1(金)～11/14(木)
試 験 日 ： 12/14(土)
試験会場： 群馬大学荒牧キャンパス
試験内容： 面接または口頭試問

※ 募集要項については、ホームページでご確認ください（9/13公開予定）。

食健康科学研究科入学試験
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●育成する人材像
食健康科学研究科は、食を通じて健康を科学することや食に関わる健康増進に関する研究、食の
生産・流通・消費に関わる環境の健全性や社会の健全性の維持・強化に取り組みます。学部教育
によって培われた個々が有する保健学、食品科学、食品生産工学、環境科学に関する専門性を基
盤に、食品工学から健康科学にまたがる横断的な高度専門知識を身に付けることで、人類の健康
向上、脱炭素社会の実現等の世界規模の課題解決や、高付加価値食品の開発等による地域の産業
振興に資する人材を養成します。

●修了後の主な進路
大学・研究機関、公官庁、自治体、製造業、食品産業、医療機関、製薬業、医療機器メーカー、
農協、農業法人、農業関連企業など

●学位
修士（食健康科学） Master of Food and Population Health Sciences



食健康科学研究科カリキュラムの特徴
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●カリキュラムの特徴
• 学生が「食健康科学とは何か」を学ぶ科目を受講することにより、分野横断的な学問分野である食健康科学を学修する基盤を身に付ける
ことができる。

• 専攻内容を食品工学領域と健康科学領域の２領域で構成し、学生は各領域から１名ずつ選出された主指導教員及び副指導教員の指導を受
ける。また、特別実験・特別演習の中間審査においても各領域の指導教員から審査を受ける。

• ２領域の主指導教員及び副指導教員による研究指導のほか、選択必修科目ではそれぞれに各領域の要素を含んでいること、また、選択科
目では各領域から１科目以上選択することから、分野横断的な知識を身に付けることができる。

上記により、学生が学士課程で学んだ専門分野を主たる領域として、その専門性を更に高めることができると同時に、食健康に関する
他の領域も副次的な専門性として身に付けることができる。
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食健康科学を基軸としたヘルスプロモーションの実現
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取組概要

基礎的な能力

専門人材

※ 文系の２プログラムと理系の２
プログラムから成る文理横断学部

データ・サイエンス

Python入門

データサイエンス応用

データサイエンス・
AI・機械学習

高校での「情報I」「情報II」

共同教育
学部 医学部 情報学部※ 理工学部

必修科目

統計エキスパート
人材育成

応
用
基
礎
レ
ベ
ル

１科目以上
の選択科目

プラス

高大リカレント接続
による人材育成
県内企業に対する

リカレント
＋

高校生向けのDX教育

 県内企業、大学と連携
した高校生指導

 県内における自走可能
な人材育成システムの
確立

 統計エキスパート人材
育成コンソーシアムに
おける研修生の派遣

統計エキスパート
人材育成

e-learningログ解析による
学習意欲の可視化

CoursewareHubの構築※

(※国立情報学研究所が開発した
JupyterHubの講義演習用の修正版)

 200名以上の対面演習を
一人の教員で対応可能

 学習進捗状況をリアルタイムで把握
 結果ではなく結果に至る過程を解析
 課題取り組み状況のクラスタ解析

デジタル教材・学習機会の
学外提供

北関東三大学連携※

(※茨城大学、宇都宮大学、群馬大学)

 他大学とのデジタル教材共有
 大学間の教員FD

独自の人材育成  統計数理研究所が中核となるコンソーシアムによる統計エキスパート人材育成
 高大リカレント接続による持続的なDX人材育成

独自の学習支援  学習ログから成績評価をすることでの学生の学習意欲を可視化
 デジタル教材・学習機会の学外提供

数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度
（応用基礎レベル）プラスの選定について
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